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Well-being向上

に向けた取組み 

社員のモチベーションやエンゲージメント向上に対する取り組みの一環として、

「Financial Well-being」という切り口から、新たに「金融リテラシー向上」を目

的とした施策を導入した。具体的には、社員が、自己資産形成の有効的な手

法や金融経済に関しての知識を習得できるように、“お金まわりのことに強くなる” 

ための「学びの機会」を継続・持続的に提供している。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノ
リティ等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・２０２５年までに女性管理職比率6％と掲げていた目標を２０２１年１月に前倒し達成。更なる進化を目指し、２０２５年に１０％、
２０３０年には２０％に引き上げるという新目標を設定。
・育児介護両立の実現のため、コアタイム無しスーパーフレックス導入、サテライトオフィス拡大、営業部門の直行直帰を導入。ま
た、男性育児休暇取得推進、女性管理職向けメンタープログラム、次世代リーダー育成を目的としたFemale Next Leaders
Programを実施。
・当社パラアスリート社員が多様性リーダーシップ論の講義を実施。
・LGBTQへの平等機会を提供するため社内規定を改訂し、婚姻関係の有無にかかわらず、育児介護休暇など福利厚生制度の
利用拡充実施。
・管理職を対象としたアンコンシャスバイアスに対する研修を実施。
・不妊治療支援。（特別有給休暇使用範囲拡大）

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制
度を導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・テレワークの推進（WEB会議、商談、採用面接の実施）
・サテライトオフィス拡大（約100拠点）
・営業職社員の直行直帰勤務の拡大
・スーパーフレックスの導入（コアタイム無しフレックスタイム制）
・自転車通勤制度の拡充
・全社員へのスマホ配布など、ITツールの拡充
・業務のシステム化（社内稟議、押印業務の電子化）

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりの
ため、 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されてい
る。

○ ○

・定期的に全社員に向けて倫理コンプライアンス通信を発信。管理者や新入社員などを対象とした階層別の研修や全社員対象
のEラーニングなど啓発教育活動を継続実施。
・倫理コンプライアンス相談窓口の設置。相談窓口の連絡先は社内外に設置し社内イントラや各拠点内にポスター等掲示して周
知。
・ハラスメント防止教育（全社Eラーニング）の実施。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように
対策に取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んで
いる。

○ ○

・全社安全衛生委員会にて長時間労働テーマで定期的に職場ディスカッションを実施。
・社内に健康増進室を設置し、健康診断の事後措置対応を実施。保健師より週2回健康増進に関するSNS配信を行い健康リテ
ラシー向上に努めるなど健康サポート体制を構築。
・ヘルスリテラシー研修（ラインケア、セルフケア）を実施。
・「スマート経営」を実現するために、全社員へスマートフォンを配布。スマホ対応可能な「健康管理システム」を導入し、健康診断
結果の確認機能、自身の体重や血圧等の管理機能、健康クイズ機能を活用し、自律的な健康保持・増進活動をサポート。
・健康保険に加入する社員に対し、人間ドック検診補助制度　「がん検診（胃がん検診、大腸がん検診、腹部超音波検査、乳がん
検診、子宮がん検診等）」に充当可能な健康増進ポイントを毎年20,000円分付与し、さらに最大22,000円の補助金を支給。
さらに自ら健康保持・増進にチャレンジした社員には追加でSawayakaチャレンジポイントを付与し、健康グッズに交換できる
仕組みを導入。
・一人ひとりの健康づくりの支援や人に言えない悩みを相談する場として社内では健康増進室に常駐する保健師、これに加え
て外部カウンセリングサービスを提供。
・禁煙プログラムの導入。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供してい
る。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場
を提供している。

○ ○

・変革へ導く人材育成のために、次世代リーダー育成プログラム「コカ・コーラ　ユニバーシティジャパン（CCUJ）」を設立。
・英語力強化プログラム「ＧＥＴ(Global English Transformation）」では、海外からの知見を学ぶのみならず昇進につなが
る英語力開発もサポート。
・大学生インターンシップの受入れ実施。
・地域課題解決を目指した地域連携プログラムの実施。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・「World Without Waste（廃棄物ゼロ社会）」の実現に向け、「設計」「回収」「パートナー」の３つを柱とした取り組みを実施。
２０３０年までにリサイクルPET樹脂などのサスティナブル素材の使用率１００％、２０３０年までに販売した自社製品と同等量の
PETボトルの回収、パートナーとの協働による着実な容器回収・リサイクルスキームの構築など、日本のコカ・コーラシステム独
自の目標「容器の2030年ビジョン」を設定し、３R活動を推進しています。
・「ボトルtoボトル」を含むサスティナブル素材のPETボトル使用の推進、ラベルレス製品の拡充やリサイクル実証プロジェクト、
リサイクル啓発イベント等も実施しています。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、温室
効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・CSV Goals「気候変動」で掲げた「日本国内のバリューチェーン全体における温室効果ガス（GHG）を2030年までにスコープ1、2におい
て50％削減、スコープ3において30%削減（いずれも2015年比）」の達成を目指して、調達部門、製造部門、物流・輸送部門、販売部門まで
を網羅した事業全体での CO2排出量削減の施策に取り組んでいます。
・100％リサイクルPETボトルの導入により、一般的なペットボトルから100%リサイクルペット素材に切り替えた場合、1本あたりCO₂約
60%を削減します。また、サスティナブル素材を使用したPETボトルや、１００％リサイクルPETボトル、ラベルレス製品などの導入により、コ
カ･コーラシステム全体で年間約26,000 トンのCO2排出量を、また、石油由来原料からつくられる新たなプラスチックを約29,000トン
削減できる見込みです。（対象製品合計、2021出荷実績に基づく2022年販売予測日本コカ・コーラ試算）
・消費電力量や温室効果ガス排出量削減効果のある自販機、クーラー、ディスペンサーなど販売機器の導入
・日中に冷却用の電力を使わず夜間にシフトすることで日中の消費電力を最大95％削減する「ピークシフト自販機」の拡大展開等実施
・各工場の機械効率改善、配送ルートの効率化、積載効率の向上
・エコドライブの徹底、電気自動車やハイブリッド車など低燃費車両への入替促進、営業車両の小型化など
・白州工場では、山梨県と東京電力エナジーパートナー株式会社が共同で運営する電力供給ブランド やまなしパワーPlus 「ふるさと水力プ
ラン」との供給締結により、水力発電電力の使用
・ほかの工場でも東京電力エナジーパートナーが提供する、発電時にCO2を排出しない水力発電のみの電力を購入するプランの使用や、自
然エネルギーにより発電された電気であることを第三者認証機関が認証するシステム「グリーン電力証書」を購入し、通常電力料金に加算さ
れた電力料金（環境付加価値）を支払い、工場の電力として使用するなど、再生可能エネルギーの活用を進めています。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与え
るか確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでい
る。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・原材料のうち、コーヒー／緑茶葉は「持続可能な農業のための原則（PSA： Principles for Sustainable Agriculture)」
に100％適合したものを使用し、 「綾鷹」ブランドを含むすべての緑茶葉はSAGP（Sustainable Agriculture Guiding
Principle）基準を満たした農園で栽培されています。一部のサプライヤーやブランドは、レインフォレスト・アライアンス、フェア
トレード、4C（Common Code for the Coffee Community）、GAP (Good Agricultural Practice)などの第3者
認証も取得しています。また、世界食品安全イニシアチブであるGFSI (Global Food Safety Initiative）が認証した原材
料のみを調達しています。
・熊本工場の水源域である「阿蘇草原再生活動」への支援として、「阿蘇の草原」の生物多様性や生態系の維持、保全・再生を目
的とした野焼きや輪地切り、担い手づくりを目的とした草原環境学習などを支援するための支援金の提供のほか、阿蘇の草原
を守るための野焼き活動と多岐にわたり、これまで延べ224名の社員ボランティアが積極的に参加しています。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節
水に努めている。

○

・当社グループ独自の非財務目標「CSV Goals」で掲げた「水」の目標では、「２０３０年までに水使用量を30％削減（2015年
比）」および「2025年まで水源涵養率200％維持」の達成を目指しています。
・工場では、「製造に使用した水」と「製品に使用した水」の大きく2つに分類しています。「製造に使用した水」は、製造工程にお
いて洗浄水や冷却水として使用した後に回収･処理を行い、循環利用している。その後、適正に処理した上で河川へ放流します。
一方「製品に使用した水」は、植林、間伐、水田湛水、草原再生といった水源の保全活動を通じて水源涵養の能力を高め、豊富な
地下水を育むことで自然へ還元しています。
・工場水源域における水源保全を目的とした協定の締結も実施。また全17工場の水源域において森林保全活動（植林、間伐、
水田たん水、草原再生など）を通じて水源涵養の能力を高め、豊富な地下水を育むことで自然へ還元しています。
・CDP2021の「水セキュリティ」においてリーダーレベルである「A‐」評価を獲得しました。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための
仕組みを構築している。

○ ○

・当社グループ独自の非財務目標「CSV Goals」で掲げた「製品」の目標では、「特定保健用食品（トクホ）および機能性表示食品の販売数量
増（2016年比）300%」「パッケージ前面でのカロリー表示およびわかりやすい栄養表示100%」に取り組んでいます。
・より良い製品・サービスの改善に向けた取り組みを実施。ISO10002（JIS10002）に適合）
・常に誠実で誰にでもオープンでわかりやすいコミュニケーションを実現するためにVOC（Voice of Customer）課・カスタマーコンタクト
センターを中心に情報共有や教育研修を実施。
・「KORE（Coca-Cola Operating Requirements）」と呼ぶ独自のマネジメントシステムによるオペレーション管理を実施。原材料の調
達から製造、物流、販売を経て顧客に製品が届くまでの各過程において「品質」「食品安全」「環境」「労働安全衛生」に関する基準を網羅した
仕組みを運用。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナー
シップにより、社会課題を解決する製品・サービスの開発・
展開に取り組んでいる。

○ ○ ○

・持続可能な開発目標（SDGs）との関わりを検証し、SDGsの達成も目指すことで、社会課題の解決に貢献する日本のコカ・
コーラシステム共通のサスティナビリティーフレームワークをベースに、当社ではより具体的なアクションプランとして「CSV
Goals」を定め、持続可能な事業と社会、そしてミッションの実現に向けて取り組んでいます。毎年取り組みの進捗を確認しなが
らバリューチェーン全体でPDCAサイクルを回し、着実に目標達成に向けて歩みを進めています。
・地域の課題解決を目指した地域連携プログラム、産官学民連携プログラム、災害協定の締結･被災地への支援活動フードバン
クを通じた製品寄贈、環境教育プログラムなどを各地で開催していますなどを各エリアで実施しています。
・自宅や学校にいながら全国どこからでも参加可能なリモートでの「オンライン工場見学」の開催や、製造ラインの案内動画視聴
や「コカ·コーラ検定」を体験できる「バーチャル工場見学」もウェブサイトで公開中です。
・次世代リーダー養成プログラム「コカ・コーラ　ユニバーシティジャパン（CCUJ）」で「地域創生プロジェクト」を実施。地域が抱
える様々な社会課題解決に向けて地域ビジョナリーリーダー、インターンシップ学生及び当社社員協働で取り組む活動を行って
います。
・全社一斉清掃活動を実施しています。また、地域の方々と連携して清掃を実施しています。（ラブアース・クリーンアップ（福岡）
等）
・私たちの社会課題の解決に向けた取り組みは、行政や外部機関より高く評価され、さまざまな賞をいただいています。また、
さまざまな社外へのイニシアチブに賛同・参加することにより、社会課題の解決に取り組んでいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○
個人情報や特定個人情報の適正な取り扱いを実施するため、プライバシーポリシーや個人情報、特定個人情報に関する社則を
制定し、安全管理措置を実施できるよう取り組んでいる。
・情報セキュリティについても社則で規定。適切に運用管理している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守す
る体制・仕組みが整備されている。

○

・「倫理・行動規範」を制定し、倫理・コンプライアンスを重視する社風の促進を図っている。
・定期的に全社員に向けて「倫理・コンプライアンス通信」を発信しているほか、管理者や新入社員などを対象とした階層別の研
修や、全社員対象のEラーニングなど啓発・教育活動を継続的に実施。
・倫理・コンプライアンス窓口を社内外に設置し、社内イントラネットや各拠点にポスター掲示等、周知している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○

・MVV（Mission Vision Value）を制定し、トップメッセージの発信のみならず、イントラネットほか社員が携帯するスマホで
いつでも確認できるようにしている。
・定期的に社長と社員の対話の場を設けている。また、経営陣による現場視察やタウンホールミーティングなど定期的に開催し
ている。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案して
いる。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・独自の危機管理プログラム(IMCR)を通じて、情報収集と初期対応、解決策の協議を行い、正常な事業運営に復帰するための
対策を実行するとともに、今後の発生防止策の検討を行っている。
・広域大規模災害を想定した事業継続計画(BCP)を構築している。定期的な訓練を通じて計画の点検と改善を行い、継続的に
その実効性の向上に努めている。

○ ○ ○ ○

SDGs達成に向けた取組みチェックシート
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